
安全上の注意

ごあいさつ

梱包内容

海外製品について
海外の検品基準で製造されている為、日本製品と比較して「部品の噛み合わせが悪い」「糸の不始末など仕上がりが荒い」
「小さな傷がある」等、使用において問題がない範囲の不具合がある場合があります。
上記の理由での交換対応等にはお応えできない場合がありますので予めご理解の程よろしくお願い申し上げます。

センサーキャップ

短毛用：1個

※本体に取り付け

　られています

取り付けベルト：1本 マグネットキー：1本 感度調節用

ドライバー：1本

カバー用

ドライバー：1本

テスト用電池：1個

（型番 CR2450）

センサーキャップ

長毛用：1個

アジャスター：1個

初期不良の対応について
本製品の初期不良による交換対応はお買い上げから一週間以内となっております。お手数
ですが開封後は必ず商品の動作確認を行ってください。万が一動作不良・部品不足等の初
期不良がございましたら、お買い上げから一週間以内にご連絡ください。該当部品を交換
または発送させて頂きます。
開封時に破損があった場合は三日以内に商品を配達された運送会社の営業所へご連絡くだ
さい。
※修理保証に関しては付属の保証書をご覧ください。
※修理の際に保証書が同封されていない場合は有償修理となりますのでご了承ください。



ご使用前の準備

本体裏側のネジ（２箇所）を

付属のカバー用ドライバーで

外し、カバーを外します。

ボタン電池（CR2450）を入れ

ます。※向きに注意。

通電すると「ピッ」と音がし

ますが電源は入りません。

カバーを外し、本体を手のひら等に

コンコンと打ち付けます。

電池を入れる場所の横に

ある白いダイヤルを回し

て感度を調節します。

感度調節用と間違えないよ
うに注意してください。
※カバー用はプラスドライ
バーです。

ネジ

ドライバーはネジにしっかりと
押し当てながら回してください。
（押す力７：回す力３ぐらい）
押し当てずに回すとネジの頭が
潰れてネジを回せなくなる恐れ
があります。

カバーを取り付けます。 ネジをカバー用ドライバー

で締めます。※締めすぎない

よう注意してください。

電池の入れ方

電池の抜き方

感度調節について

ボタン電池が少し出てきます。 飛び出したボタン電池をつまんで

抜き取ってください。

感度調節ダイヤル

付属の感度調節用ドライバーを

使ってダイヤルを回します。

※市販の精密マイナスドライバー

　でも調節できます

右に回すと感度が下がり、

左に回すと感度が上がります。

センサーキャップを擦ったり、

指で弾いたりして動作を確認

できます。

感度を下げる感度を上げる

電源を入れた時や切った時に「ピーピー」と音がなったら電池交換の合図です

不意に作動する場合があるので、感度調節は外した状態で行ってください。

ボタン電池

カバー

感度調節用
ドライバー

カバーの裏のツメを
本体の溝に引っ掛け
て閉じてください。



ご使用前の準備

センサーキャップを左に回して

取り外します。

センサーキャップは短毛用と長毛用が

あります。長毛種、毛の量が多い犬は

長毛用のセンサーキャップを取り付け

てご使用ください。

センサーキャップの付け替え

付属のベルトを本体に通します。 ベルトをアジャスターに通します。

断面図

ベルトをバックルに通します。

図のようにベルトを通すと完成です。 余ったベルトは図のようにアジャスターへ
通して固定してください。

ベルトの先端がほつれて穴に
通しにくい場合は接着剤で固
めるか、ライターで炙ってほ
つれ止めを行うと入れやすく
なります。
※火を使う場合は火傷や火災、
　換気にに十分気をつけて行
　ってください。

センサーキャップ 短毛用

出荷時は短毛用が

取り付けられています。

長毛用

センサーキャップを右に回して

取り付けます。

ベルトの取り付け 断面図

断面図 断面図



使用方法

犬の声帯の位置に合わせて取り付けます。
センサーキャップが喉に密着するように
ベルトの長さを調節してください。

キー感知マーク（白い◯印）に

マグネットキーを近づけます。

センサーキャップ

本体が声帯の位置からずれていたり、
取り付け位置によってはうまく反応
しません。様子を見ながら位置を調
節してください。

ベルトが緩いと全く反応せず、

きつすぎると喉が絞まってしま

うので、様子を見ながら調節し

てください。

本製品は吠えた時の声帯の振動を感知して動作します。そのため金属性の首輪などと一緒に使用すると本製品が誤作動
を起こす原因となりますのでご注意下さい。（首輪や金具にぶつかった振動で動作する）
また、センサー部分がしっかりと喉（声帯）に密着していないと反応しないので取り付け時には位置をしっかり合わせ
て喉に密着させてください。

電源の入れ方

「ピッ」とブザーが鳴ったら

電源が入った合図です。

マグネットキーを素早く遠ざ

けてください。

マグネットキーを近づけて、

「ピーッ」とブザーが鳴ったら

電源が切れた合図です。

※電源は自動で切れません。

電源をいれる際にブザーが
鳴った後もマグネットキー
を近づけたままにすると
モード変更を行えます。

マグネットキーを近づけている間

モード変更を繰り返します。

変更したいモードのブザー音

がなったらマグネットキーを

離してください。

ブザー音 1回

「超音波モード」

ブザー音 2回

「振動モード」

ブザー音 3回

「超音波＋振動モード」

前回使用したモードによって、

ブザーの回数が変化します。

（1回～3回）下記参照

キー感知マーク

マグネットキー

ブザーが鳴っても

近づけたままにする

ピッ！ ピッピッ！ ピッピッピッ！

モード変更について※モード変更は電源を入れるときのみ操作できます



製品情報

お手入れ方法

効果の有無、程度には個体差があります。本製品は効果の程に関する保証は致しておりませんのでご了承ください。
また、効果のに関するお問い合わせにもご容赦ください。

・短時間に連続して５回センサーが反応すると安全装置が働き、１５秒間ほど動作しなくなります。
・時間経過で電源が切れません。常時電源を入れたままにしないでください。

1つのモードを使い続けると超音波（または振動）に慣れてしまって効果が薄れる
事がありますので、3つのモードを変えながら使用するとより効果的です。

「超音波モード」
人間には聞こえない音が鳴ります。

ただし人によっては少し「キーン」

と音が聞こえる場合があります。

また、動作判別の為にアラームが

同時に鳴ります。

・本体やベルトは固く絞った布巾で拭いてください。

・電池の寿命はおよそ 90 日ほどですが、使用モードや頻度によって変わります。

　※付属の電池はテスト用ですので上記より寿命が短いことがあります。

使用上の注意

・本製品が作動し、無駄吠えを止めた時はすぐに褒めてあげてください。

・本製品に防水機能はありません。必ず水に濡らさないようにしてください。

・本製品は常時つけっぱなしにしないで必要なときのみ装着してください。ただし装着している時間が極端に短いと効果が薄れるのご注意ください。

・本製品は短時間に 5回連続で作動するとセーフティーが働き 15 秒間作動しなくなります。故障ではないのでご了承ください。

・本製品は電源のON/OFF、モードの変更を付属のマグネットキーで行います。マグネットキーは小さいので紛失に十分ご注意ください。

　万が一マグネットキーを紛失した場合は市販の磁石でも操作が行えますのでご利用ください。（S極 N極は関係ありません）

・本製品は時間経過で電源が切れることはありません。使用しない場合は必ず電源を切ってください。また、長期間使用しない場合は電源を切った

　上で電池を抜き、お子様やペットの届かない場所で保管してください。

「振動モード」
振動を起こします。

アラームなどの音は鳴りません。

「超音波＋振動モード」
人間には聞こえない音が鳴り、

同時に振動も起こします。

人によっては少し「キーン」

と音が聞こえる場合があります。

また、動作判別の為にアラームが

同時に鳴ります。
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各モードの説明


